
仙
覚
本
系
の
墨
訓
で
、
朱
の
合
点
の
な
い
歌
は
概
ね
古
点
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
当
該
歌
に
は
西
本
願
寺
本
等
の
仙
覚
本
に
朱
の
合
点
が
な
い
た

め
、
「
ウ
ミ
ヘ
」
の
訓
は
古
点
と
考
え
ら
れ
る
。
次
点
本
で
あ
る
元
暦
校

本
、
類
衆
古
集
、
古
葉
略
類
緊
紗
、
広
瀬
本
、
及
び
京
大
本
代
緒
書
入
で

は
「
ハ
マ
」
「
ハ
マ
ヘ
」
ま
た
は
「
ウ
ラ
」
な
ど
と
訓
じ
て
い
る
（
広
瀬
本

の
「
ハ
マ
ハ
」
は
「
ハ
マ
ヘ
」
か
ら
の
転
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
）
。
次
点
で
は
古
点
の

「
ウ
ミ
ヘ
」
に
対
し
、
訓
の
可
能
性
が
様
々
に
試
み
ら
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ

す
１
ひ
と
の
う
み
へ
つ
れ
ぎ
ら
ザ
や
く
し
ｕ
の
か
ら
３
こ
ひ
を
も

須
麻
比
等
乃
海
遜
都
祢
佐
良
受
夜
久
之
保
能
可
良
士
口
懸
乎
母

あ
批
畦
す
る
か
も

安
礼
波
須
流
香
物

－
ウ
ミ
ヘ
…
…
細
、
宮
、
西
、
温
、
陽
、
矢
、
京
（
左
に
緒
「
ハ

は
じ
め
に

『
万
葉
集
』
巻
十
七
・
三
九
一
一
三
歌
「
海
逼
都
祢
佐
良
受
」
試
論

「
万
葉
集
」
巻
十
七
・
三
九
三
二
歌
は
、
平
群
氏
女
郎
が
越
中
守
大
伴
家

（
１
）

持
に
贈
っ
た
十
二
首
の
歌
の
一
一
首
目
で
あ
る
。
漢
字
本
文
は
諸
本
に
異
同

が
な
く
、
訓
も
仙
覚
以
来
、
ほ
ぼ
定
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当

該
歌
第
二
句
「
海
遜
都
祢
佐
良
受
」
の
「
海
遥
」
は
、
仙
覚
が
訓
を
「
ウ

ミ
ヘ
」
に
統
一
す
る
ま
で
、
様
々
に
訓
が
ゆ
れ
た
状
態
で
受
容
さ
れ
て
き

（
２
〉

た
。
以
下
に
諸
本
の
「
海
遥
」
の
訓
を
あ
げ
る
。

ＶⅣⅢⅡ

マ
」
）
、
附
、
寛

ハ
マ
…
…
…
元
（
右
に
緒
「
ウ
ラ
」
）

ハ
マ
ヘ
…
…
類
、
古

ハ
マ
ハ
…
…
広

ウ
ナ
ヒ
…
…
紀

大
石
真
由
香

１



「
万
葉
集
」
中
「
ウ
ミ
ヘ
」
を
仮
名
書
き
し
た
例
は
巻
十
八
・
四
○
四
四

歌
の
、

獅
詳
へ
争
聖
柵
淘
争
紳
酔
、
漉
園
閏
閏
幽
榊
鋤
斡
、
倍
鴎
詐
郷
叩

あ
ま
の
つ
り
ぶ
れ

安
麻
能
都
里
夫
祢

一
、
集
中
の
「
海
遅
」
の
訓
に
つ
い
て

（
４
）

の
一
例
の
み
で
あ
る
。
巻
十
八
の
目
録
に
よ
れ
ば
、
大
伴
家
持
の
歌
で
あ

る
。
こ
の
例
は
、
作
者
が
自
ら
の
い
る
岸
を
「
ハ
マ
ヘ
」
と
言
い
、
海
の

方
か
ら
海
人
の
釣
り
船
が
迎
え
に
来
て
く
れ
な
い
か
と
詠
ん
だ
も
の
で
あ

る
。
こ
の
場
合
の
「
ウ
ミ
ヘ
」
は
陸
地
か
ら
海
を
見
て
言
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

一
方
、
訓
字
「
海
遥
」
の
例
は
当
該
歌
の
他
に
以
下
の
五
例
が
あ
る
。

…
…
錘
無
恥
雨
陶
幽
雫
揖
耐
称
窒
壁
か
濡
磯
か
哩
紙
藻
融
雪

た
ま
も
お
き
っ
も
あ
き
は
ふ
る
か
ぜ
こ
そ
よ
せ
め
ゆ
ふ
は
ふ
る
を
み
こ
そ
き
よ
れ

玉
藻
息
津
藻
朝
羽
振
風
社
依
米
夕
羽
振
流
浪
社
来
縁
：
：
：

（
巻
二
・
一
三
一
・
柿
本
人
麻
呂
）

…
…
鍛
錬
嚇
雨
陶
幽
乎
獄
、
桑
旺
溌
か
滞
磯
蓉
以
緬
挫
幾
藤
鍵

た
１
も
お
き
つ
も
あ
け
く
れ
ば
な
み
こ
そ
息
よ
れ
ゆ
ふ
さ
れ
ば
か
ぜ
こ
そ
息
よ
れ

玉
藻
息
都
藻
明
来
者
浪
己
曽
来
依
夕
去
者
風
己
曽
来
依
．
：
…

（
巻
二
・
一
三
八
・
柿
本
人
麻
呂
）

諏
漉
雌
阿
幽
榊
奏
毒
里
熱
蕊
寿
都
瞬
誰
趣
臓
叫
蓉
駄

（
巻
六
・
九
五
四
・
膳
王
）

浄
戟
既
知
雨
圏
幽
か
裾
禄
掘
謡
型
鋒
鍵
勢
舞
鋤
銑
排
幹
斡
知
掛

き
と
し
り
室
せ

伎
等
之
理
麻
勢

（
巻
一
五
・
三
五
八
○
）

…
…
姪
睡
械
滋
祁
一
皿
挙
挙
舜
【
圃
幽
斌
畦
錘
…
…

（
巻
十
九
・
四
一
一
一
一
・
大
伴
家
持
）

２

る
。

仙
覚
以
来
の
定
説
通
り
「
ウ
ミ
ヘ
ッ
ネ
サ
ラ
ズ
」
と
訓
ん
だ
場
合
、
句

中
に
単
独
母
音
を
含
ま
な
い
字
余
り
と
な
る
。
結
句
以
外
の
七
音
句
で
は
、

句
中
に
単
独
母
音
を
含
ん
で
も
な
お
字
余
り
を
生
じ
な
い
例
の
ほ
う
が
多

く
、
当
該
歌
の
よ
う
な
例
は
、
例
外
的
と
ま
で
は
言
え
な
い
も
の
の
比
較

（
３
）

的
珍
し
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
現
代
の
注
釈
書
は
、
新
日
本
古
典
文
学

大
系
の
当
該
歌
注
に
「
第
二
句
は
字
余
り
で
あ
る
が
、
他
に
適
切
な
訓
が

な
い
。
」
と
あ
る
他
に
は
言
及
が
な
い
。

本
稿
は
、
当
該
歌
の
「
海
避
」
の
訓
に
つ
い
て
字
余
り
の
問
題
を
解
消

す
る
た
め
、
次
点
本
の
う
ち
、
元
暦
校
本
の
「
ハ
マ
」
ま
た
は
「
ウ
ラ
」

の
訓
に
立
ち
返
る
べ
き
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。



所
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
、
海
の
近
く
・
海
の
方
向
を
広
域

的
に
指
す
言
葉
で
あ
る
と
言
え
る
。

次
に
、
当
該
歌
に
お
け
る
「
海
遥
」
の
訓
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ

ら
五
首
の
古
写
本
の
訓
も
あ
げ
て
お
き
た
い
。

・
鯨
魚
取
丙
圃
幽
乎
指
而
（
巻
一
一
・
一
一
一
一
一
）

Ｉ
ウ
ナ
ヒ
：
．
…
細
（
朱
）
、
宮
（
朱
）
、
温
、
陽
（
青
）
、
矢
（
青
）
、

近
（
青
）
、
京
（
青
／
左
に
緒
「
ア
マ
へ
」
）
、
附
、
寛

Ⅱ
ア
マ
へ
…
…
元
（
朱
）
、
紀
、
天
、
広

Ⅲ
ウ
ミ
ヘ
…
…
西

・
勇
魚
取
丙
隅
幽
乎
指
而
（
巻
二
・
一
三
八
）

Ｉ
ウ
ナ
ヒ
…
…
細
（
朱
）
、
矢
（
青
）
、
近
（
青
）
、
京
（
青
／
左
に
緒

「
ウ
ミ
ヘ
／
ア
マ
へ
」
）
、
附
、
寛

Ⅱ
ア
マ
へ
…
…
元
（
朱
／
右
に
緒
「
ウ
ミ
」
）

Ⅲ
ウ
ミ
ヘ
…
…
紀
（
右
に
「
ア
マ
イ
」
）
、
西
（
「
ウ
ミ
」
元
青
）
、
温
、

陽
、
広
（
右
に
「
ア
マ
」
）

・
丙
閥
幽
永
安
左
里
為
（
巻
六
・
九
五
四
）

Ｉ
ウ
ナ
ヒ
…
…
陽
（
「
ナ
ヒ
」
青
）
、
矢
（
「
ナ
ヒ
」
青
）
、
京
（
「
ナ

ヒ
」
青
／
緒
に
て
「
ナ
ヒ
」
を
消
し
、
右
に
「
ミ

ヘ
」
）
、
附
、
寛

３

こ
れ
ら
五
首
中
の
「
海
遥
」
を
含
む
句
は
い
ず
れ
も
七
音
句
で
、
字
余
り

を
起
こ
さ
な
い
も
の
が
三
例
、
句
中
に
単
独
母
音
を
含
む
字
余
り
が
二
例

（
５
）

で
あ
り
、
い
ず
れ
も
訓
に
問
題
は
な
い
。
語
の
意
味
と
し
て
は
、
一
一
一
一
一
・

一
三
八
歌
は
、
沖
か
ら
岸
の
方
に
向
け
て
風
や
波
が
寄
せ
る
と
い
う
の
で
、

「
ウ
ミ
ヘ
」
は
沖
か
ら
見
て
よ
り
陸
地
に
近
い
場
所
を
指
す
こ
と
に
な
る
。

藻
が
生
え
る
場
所
で
あ
る
の
で
、
具
体
的
に
は
海
と
陸
地
と
の
境
の
海
側

で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
場
合
は
広
く
陸
地
付
近
を
指
す
と
考
え
て
問
題
な
い

だ
ろ
う
。
九
五
四
歌
の
「
ウ
ミ
ヘ
」
は
朝
、
雁
が
漁
り
す
る
場
所
と
し
て

詠
ま
れ
る
。
「
夕
さ
れ
ば
大
和
へ
越
ゆ
る
」
と
対
句
的
に
詠
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
海
上
だ
け
で
な
く
、
日
中
の
雁
の
生
活
の
場
と
し
て
の
海
の
近

く
を
広
域
的
に
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
三
五
八
○
歌
の
「
ウ
ミ
ヘ
」

は
旅
中
に
宿
り
す
る
場
所
で
あ
る
た
め
、
陸
地
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

「
ウ
ミ
ヘ
」
は
必
ず
し
も
海
岸
線
沿
い
を
想
定
し
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
。
例
え
ば
、
現
代
語
で
「
海
辺
の
町
」
と
言
っ
た
時
に
は
海
岸
線
沿

い
の
浜
辺
や
磯
に
あ
た
る
場
所
だ
け
で
は
な
く
、
漁
な
ど
で
生
計
を
立
て

て
い
る
そ
の
集
落
全
体
を
指
す
。
同
じ
よ
う
に
こ
の
場
合
、
作
者
の
視
点

よ
り
海
に
近
い
土
地
を
広
域
的
に
指
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
四
二
一

一
歌
の
場
合
も
同
じ
く
、
菟
原
処
女
が
家
を
出
て
「
出
で
立
つ
」
場
所
で

あ
る
の
で
、
作
者
の
視
点
よ
り
海
に
近
い
陸
地
を
指
す
だ
ろ
う
。
集
中
の

用
例
か
ら
、
「
海
遥
」
の
語
は
海
岸
線
や
波
打
ち
際
の
よ
う
な
具
体
的
な
場



Ⅱ
ウ
ミ
ヘ
…
…
元
、
類
、
紀
、
細
、
宮
（
左
に
「
ウ
ナ
ヒ
ィ
」
）
、
西

Ⅲ
ウ
…
…
温

Ⅳ
ウ
ミ
ベ
…
…
広
（
「
ミ
」
の
左
に
「
ナ
」
）

ｏ
悶
悶
一
乃
夜
杯
永
（
巻
十
五
・
三
五
八
○
）

Ｉ
ウ
ミ
ヘ
…
．
：
類
、
細
、
宮
、
西
、
温
、
陽
、
矢
、
京
、
広
、
附
、

寛

Ⅱ
ウ
ナ
ヒ
．
．
…
・
紀

。
園
閣
幽
永
出
立
（
巻
十
九
・
四
二
一
一
）

Ｉ
ヘ
タ
…
…
…
細
（
朱
）
、
宮
（
朱
）
、
西
、
陽
、
温
、
文
、
矢
、
近
、

京
、
附
、
寛

Ⅱ
ハ
マ
ヘ
タ
…
元
（
緒
）

Ⅲ
ウ
ナ
ヒ
…
…
紀

Ⅳ
ウ
ミ
…
・
…
：
広
（
但
し
本
文
「
鐙
」
な
し
）

け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
ヘ
タ
」
と
は
端
の
意
で
、
海
な
ど
の
水
際
を
指

（
毎
Ｊ
一

あ
ふ
み
の
へ
た

す
用
例
の
み
が
あ
る
。
集
中
の
用
例
は
「
淡
海
之
避
多
」
（
巻
十
一
一
・
三
○
一
一

七
）
の
一
例
の
み
で
あ
る
。
「
奥
（
沖
）
」
に
対
し
、
岸
近
く
を
意
味
し
て

い
る
。

次
点
本
の
訓
を
見
る
と
、
「
海
遥
」
に
対
し
て
は
通
常
「
ウ
ミ
ヘ
」
ま
た

は
「
ア
マ
へ
」
の
訓
を
当
て
て
い
る
。
当
該
歌
の
よ
う
に
「
ハ
マ
」
「
ハ
マ

ヘ
」
「
ウ
ラ
」
な
ど
と
訓
む
の
は
異
例
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
次
点
本
で

は
「
海
遜
」
を
「
ウ
ミ
ヘ
」
ま
た
は
「
ア
マ
へ
」
と
訓
む
こ
と
が
常
で
あ

っ
た
と
こ
ろ
を
、
当
該
歌
に
限
っ
て
あ
え
て
「
ハ
マ
」
「
ハ
マ
ヘ
」
、
あ
る

い
は
「
ウ
ラ
」
と
い
っ
た
訓
が
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
元
暦
校
本
に
関

し
て
言
え
ば
、
九
五
四
歌
を
「
ウ
ミ
ヘ
」
、
四
二
一
一
歌
を
「
ハ
マ
ヘ
タ
」

と
訓
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
歌
に
関
し
て
も
字
余
り
を
避
け
た
結
果

の
訓
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
次
点
の
時
代
に
、
当
該
歌
の
「
海
遥
」
を

「
ウ
ミ
ヘ
」
「
ア
マ
へ
」
と
訓
ま
ず
、
積
極
的
に
「
ハ
マ
」
「
ハ
マ
ヘ
」
ま
た

は
「
ウ
ラ
」
と
訓
む
理
由
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

後
世
の
歌
集
に
お
い
て
「
ウ
ミ
ヘ
」
で
塩
を
焼
く
と
い
う
例
は
、
私
見

の
限
り
「
万
葉
集
』
の
当
該
歌
か
ら
採
ら
れ
た
、

須
磨
人
の
う
み
べ
つ
れ
さ
ら
ず
や
く
し
ほ
の
か
ら
き
こ
ひ
を
も

わ
れ
は
す
る
か
な
（
歌
枕
名
寄
・
巻
十
五
・
四
二
四
一
・
陳
膳
）

４

巻
二
、
巻
六
の
三
首
は
、
仙
覚
寛
元
本
、
文
永
三
年
本
系
で
「
ウ
ミ
ヘ
」

「
ウ
ナ
ヒ
」
の
二
訓
で
ゆ
れ
て
い
た
も
の
を
、
文
永
十
年
本
で
「
ウ
ナ
ヒ
」

に
統
一
し
て
い
る
。
巻
十
五
・
三
五
八
○
歌
は
次
点
本
を
引
き
継
ぎ
、
「
ウ

（
６
）

ミ
ヘ
」
と
し
て
い
る
。
巻
十
九
・
四
一
一
一
一
歌
の
み
仙
覚
系
諸
本
で
「
ヘ

タ
」
と
訓
む
。
「
ウ
ミ
ヘ
」
「
ウ
ナ
ヒ
」
等
と
訓
む
こ
と
が
で
き
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
の
歌
だ
け
「
ヘ
タ
」
と
訓
ん
で
い
る
の
は
、
字
余
り
を
避



「
ウ
ラ
」
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
で
塩
焼
き
を
す
る
海
人
の
姿
を
鮮

明
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
歌
に
な
る
と
い
う
意
識
が
次
点
本
の
訓
点
者
に
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
当
該
歌
の
「
海
遜
」
を
「
ハ
マ
」
ま
た
は

「
ウ
ラ
」
と
訓
む
可
能
性
は
、
検
討
す
る
価
値
が
あ
り
そ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
８
）

の
一
首
の
み
で
あ
る
。
一
方
、
「
ウ
ラ
」
で
塩
を
焼
／
、
と
い
う
例
は
、

塩
焼
き
の
場
を
「
ウ
ミ
ヘ
」
で
は
な
く
「
ハ
マ
」
「
ハ
マ
ヘ
」
ま
た
は

園
ち
か
く
た
つ
秋
ぎ
り
は
も
し
ほ
や
く
煙
と
の
み
ぞ
見
え
わ
た

り
け
る
（
後
撰
集
・
巻
六
・
秋
中
．
一
一
七
三
・
よ
み
人
し
ら
ず
）

す
ま
の
［
回
回
に
判
別
別
ｕ
剛
が
ま
の
け
ぶ
り
こ
そ
は
る
に
し
ら
れ

ぬ
か
す
み
な
り
け
れ
（
詞
花
集
・
巻
九
・
雑
上
・
一
一
七
三
・
源
俊
頼
）

こ
ぬ
人
を
ま
つ
ほ
の
同
凹
凹
の
ゆ
ふ
な
ぎ
に
や
く
や
も
し
ほ
の
身

も
こ
が
れ
つ
つ
（
新
勅
撰
集
・
巻
十
三
・
恋
三
・
八
四
九
・
藤
原
定
家
）

か
ら
国
の
よ
そ
の
向
圃
同
同
一
に
脚
剰
到
到
の
思
ひ
は
る
け
き
我
や
何

な
る
（
続
後
拾
集
巻
十
一
・
恋
一
・
六
一
二
八
・
壬
生
忠
洋
）

な
み
か
ぜ
の
た
え
ず
吹
き
あ
げ
の
向
圃
凶
な
れ
ば
う
ら
な
き
君
ぞ

も
し
ほ
や
き
け
る

（
輔
親
集
・
一
八
）

川
副
到
列
羽
刺
し
が
の
両
圃
刷
幽
そ
れ
も
な
ほ
か
ら
き
思
ひ
に
年
や

へ
ぬ
ら
む

（
壬
二
集
・
一
八
三
八
・
藤
原
家
隆
）

当
該
歌
は
、
塩
焼
き
の
場
と
し
て
「
海
遥
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
「
万
葉

集
」
で
は
、
塩
焼
き
の
場
と
し
て
ど
の
よ
う
な
場
所
が
詠
ま
れ
て
い
る
の

か
、
確
認
し
て
お
く
。

集
中
、
塩
焼
き
の
場
が
詠
ま
れ
た
歌
は
当
該
歌
を
除
き
十
二
首
あ
る
。

地
名
と
し
て
は
「
志
賀
」
が
五
首
と
最
多
で
（
巻
三
・
一
一
七
八
、
巻
七
・
一
二
四

六
、
巻
十
一
・
二
六
二
一
一
、
二
七
四
二
、
巻
十
五
・
三
六
五
二
）
、
う
ち
、

な
ど
、
勅
撰
集
に
も
多
く
詠
ま
れ
る
。
ま
た
、
「
ハ
マ
」
や
「
ハ
マ
ヘ
」
で

塩
を
焼
く
と
い
う
例
も
、
下
記
の
よ
う
に
平
安
・
鎌
倉
期
に
見
ら
れ
る
。

の
二
首
は
当
該
歌
の
類
歌
で
あ
る
。
当
該
歌
は
こ
れ
ら
類
歌
の
型
を
踏
ま

雨
脚
凶
の
海
人
の

す
る
か
も

国
胤
凶
の
海
人
の

る
か
も

二
、
塩
焼
き
の
場
に
つ
い
て

火
気
焼
き
立
て
て
焼
く
塩
の
辛
き
恋
を
も
我
は

（
巻
十
一
・
二
七
四
二
・
石
川
荊
子
か
）

一
日
も
お
ち
ず
焼
く
塩
の
辛
き
恋
を
も
我
は
す

（
巻
十
五
・
三
六
五
二
・
過
新
羅
使
人
）

５



園

え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
佐
佐
木
信
綱
「
評
釈
万
葉
集
』
、
橋
本
達
雄
「
万
葉

集
全
注
」
、
阿
蘇
瑞
枝
「
万
葉
集
全
歌
講
謹
な
ど
）
。
次
に
、
「
須
磨
」
が
当
該
歌
を

除
き
二
首
（
巻
三
・
四
一
三
、
巻
六
・
九
四
七
）
で
、
い
ず
れ
も
「
須
磨
の
海
人

の
塩
焼
き
衣
」
と
詠
ま
れ
る
。
他
は
す
べ
て
、

藤
波
の
花
の
盛
り
に
か
く
し
こ
そ
忘
哩
漕
ぎ
回
つ
つ
年
に
し
の
は

め
（
巻
十
九
・
四
一
八
八
・
大
伴
家
持
）

引
剣
剖
劉
燭
。
あ
り
通
ひ

浦
を
良
み
う
べ
も
釣
は
す
浜
を
良
み

見
さ
く
も
著
し
清
き
白
浜

（
巻
九
・
九
三
八
・
山
部
赤
人
）

…
…
漕
ぎ
回
む
る
匡
哩
の
こ
と
ご
と
行
き
隠
る
島
の
崎
々
隈
も
置

か
ず
思
ひ
そ
我
が
来
る
旅
の
日
長
み
（
巻
六
・
九
四
一
・
山
部
赤
人
）

焼
く
と
人
そ
さ
は
に
あ
る
浦
を
良
み

や
す
み
し
し
我
が
大
君
の
神
な
が
ら
高
知
ら
せ
る
印
南
野
の
大

海
の
原
の
荒
た
へ
の
悶
噸
閲
図
画
に
鮪
釣
る
と
海
人
舟
騒
き
塩Ｉ

圃

国

６

の
よ
う
に
、
「
○
○
の
浦
」
「
○
○
が
浦
」
の
形
で
「
ウ
ラ
」
が
詠
ま
れ
る

（
巻
一
・
五
「
網
の
浦
」
、
巻
三
・
三
五
四
「
縄
の
浦
」
、
三
六
六
「
手
結
が
浦
」
、
巻
六
・
九

三
五
「
松
帆
の
浦
」
）
。
た
だ
し
、
固
有
の
地
名
を
含
ま
ず
、
「
ウ
ラ
」
単
独
で

用
い
ら
れ
る
例
を
見
る
と
、

…
…
扉
睦
に
出
で
て
海
原
見
れ
ば
白
波
の
八
重
折
る
が
上
に
海
人

小
舟
は
ら
ら
に
浮
き
て
…
…
（
巻
二
十
・
四
一
一
一
六
○
・
大
伴
家
持
）

削
剥
燭
刈
割
引
句
副
雨
陶
凹
に
別
れ
な
ば
い
と
も
す
べ
な
み
八
度
袖
振

る

（
巻
二
十
・
四
三
七
九
・
大
舎
人
部
祢
麻
呂
）

な
ど
、
「
船
で
漕
ぎ
出
す
場
所
」
と
し
て
詠
ま
れ
る
、
海
上
を
意
味
す
る
語

で
あ
る
（
他
に
巻
七
・
一
二
○
○
、
巻
十
五
・
三
六
一
一
七
な
ど
）
。

一
方
、
「
ハ
マ
」
の
例
を
見
る
と
、

と
い
う
例
も
あ
る
。
初
句
「
白
波
の
」
は
、
枕
詞
的
に
「
浜
」
に
か
か
っ

て
い
く
。
「
ハ
マ
」
と
は
波
が
打
ち
寄
せ
る
場
所
で
あ
る
、
と
い
う
一
般
的

な
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、

な
ど
、
「
海
が
見
え
る
場
所
」
「
波
が
寄
せ
る
場
所
」
と
し
て
詠
ま
れ
る
も

の
が
あ
る
（
他
に
巻
十
七
・
三
九
九
四
、
巻
二
十
・
四
四
一
一
な
ど
）
。
ま
た
、

目
閥
阿
ｕ
幽
松
が
枝
の
手
向
く
さ
幾
代
ま
で
に
か
年
の
経
ぬ
ら
む

〈
一
に
云
ふ
「
年
は
経
に
け
む
」
〉

（
巻
一
・
三
四
・
川
島
皇
子
或
は
山
上
憶
良
）



…
…
八
島
国
百
舟
人
の
定
め
て
し
敏
馬
の
浦
は
朝
風
に
浦
波

騒
き
夕
波
に
玉
藻
は
来
寄
る
国
㈱
幽
刷
閤
尉
陶
凹
は
行
き
帰
り
見

れ
ど
も
飽
か
ず
…
…
（
巻
六
・
一
○
六
五
・
田
辺
福
麻
呂
歌
集
）

相
模
道
の
余
綾
の
開
園
州
刷
陶
図
山
児
ら
は
か
な
し
く
思
は
る
る

か
も

（
巻
十
四
・
三
三
七
二
）

こ
こ
で
、
訓
字
「
海
遥
」
を
「
ハ
マ
」
と
訓
む
こ
と
が
訓
詰
と
し
て
有

り
得
る
の
か
ど
う
か
を
考
え
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
和
語
「
ハ
マ
」

に
は
ど
の
よ
う
な
漢
字
表
記
の
可
能
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
倭
名
類
緊
抄
」
（
元
和
古
活
字
本
）
巻
一
に
「
波
唐
韻
云
、
頑
、
水

際
也
。
音
窟
［
和
名
波
寓
］
。
」
と
あ
る
。
観
智
院
本
「
類
緊
名
義
抄
」
（
法

上
）
に
は
「
演
圭
窟
キ
ハ
キ
シ
ナ
キ
サ
ハ
マ
ス
ハ
マ
ホ
ト
リ
ソ

フ

コ
ソ
ヒ
ホ
ト
リ
セ
リ
」
と
あ
る
。
「
新
撰
字
鏡
」
（
天
治
本
）
に
は
「
漬

（
マ
マ
）
（
９
）

又
文
反
、
平
、
水
涯
也
。
水
支
波
、
又
伊
曽
、
又
波
万
。
」
と
あ
る
。
こ
こ

か
ら
、
上
代
に
お
け
る
和
語
「
ハ
マ
」
に
対
応
す
る
漢
字
表
記
と
し
て
は

ま
ず
「
演
」
「
漬
」
が
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
上
代
文
献
に
お
い
て
「
ハ
マ
」
の
仮
名
表
記
と
、
そ
れ
に
対
応

（
、
）

す
る
漢
字
表
記
が
同
一
箇
所
に
見
ら
れ
る
例
を
あ
げ
る
。

比
し
て
用
い
ら
れ
る
の
を
見
れ
ば
、
塩
焼
き
の
場
は
陸
地
で
あ
る
べ
き
で

あ
り
、
そ
れ
は
海
に
隣
接
し
た
砂
地
で
あ
る
「
ハ
マ
」
が
選
ば
れ
る
べ
き

で
あ
る
と
言
え
る
。

７

於
レ
是
化
二
八
尋
白
智
鳥
一
、
翻
し
天
而
向
し
画
飛
行
．
［
智
字
以
レ
音
。
］

三
、
和
語
「
ハ
マ
」
の
漢
字
表
記
に
つ
い
て

の
よ
う
に
、
砂
地
で
あ
る
こ
と
を
「
ハ
マ
」
の
性
質
と
し
て
表
現
し
た
も

の
も
あ
る
（
他
に
巻
四
・
五
九
六
、
巻
七
・
一
三
九
三
）
。
し
た
が
っ
て
、
「
ハ
マ
」

は
「
海
（
ま
た
は
湖
）
に
隣
接
し
た
砂
地
」
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
言
え

る
。

「
ウ
ラ
」
の
語
は
「
○
○
の
浦
」
「
○
○
が
浦
」
の
形
で
固
有
名
詞
と
し

て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
一
般
名
詞
と
し
て
の
「
ウ
ラ
」
は
、
先
に

あ
げ
た
巻
九
・
九
三
八
歌
「
浦
を
良
み
う
べ
も
釣
は
す
浜
を
良
み
う
べ

も
塩
焼
く
」
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
船
出
し
て
釣
り
を
す
る
場
所
、
つ

ま
り
海
上
で
あ
る
。
九
三
八
歌
に
詠
ま
れ
る
「
藤
井
の
浦
」
は
、
「
ウ
ラ
」

（
海
上
）
で
釣
り
を
し
、
「
ハ
マ
」
（
陸
地
）
で
塩
を
焼
く
地
で
あ
っ
た
。
固

有
名
詞
の
「
○
○
の
浦
」
「
○
○
が
浦
」
は
、
海
上
を
意
味
す
る
「
ウ
ラ
」

を
中
心
と
し
た
一
帯
の
地
域
を
包
括
的
に
言
う
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
さ
ら
に
、
固
有
の
地
名
を
除
き
、
塩
焼
き
の
場
が
具
体
的
に
詠
ま

れ
た
例
は
九
三
八
歌
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
ウ
ラ
」
と
「
ハ
マ
」
が
対



上
代
文
献
か
ら
見
れ
ば
、
和
語
「
ハ
マ
」
を
漢
字
表
記
す
る
際
に
使
用

さ
れ
る
主
な
漢
字
は
「
演
」
で
あ
り
、
他
に
「
汀
」
も
使
わ
れ
た
こ
と
が

分
か
る
。
「
常
陸
国
風
土
記
』
に
は
、
天
皇
が
「
海
豊
」
を
行
幸
し
た
時
に

「
乗
演
」
に
至
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
言
う
「
海
遥
」
が

即
ち
「
ハ
マ
」
を
指
し
て
い
る
と
は
考
え
が
た
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
海

遥
」
を
正
訓
字
と
し
て
「
ハ
マ
」
と
訓
ま
せ
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、

義
訓
と
し
て
の
可
能
性
を
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
漢
籍
に
お
け
る
「
漬
」
の
字
義
を
確
認
し
て
お
く
。
「
築
隷
万
象

名
義
」
に
は
「
演
補
民
反
、
涯
也
。
卑
辰
反
、
水
涯
、
瀕
。
同
上
、
外

也
、
匡
也
。
」
、
「
大
鹿
益
曾
玉
篇
」
に
は
「
演
捕
辰
切
、
涯
也
。
」
と
あ

（
吃
）る
。
ま
た
、
「
一
切
経
音
義
」
（
玄
睡
撰
）
所
引
「
字
林
」
に
は
、
「
頓
、
水

（
旧
）

崖
也
。
」
と
あ
る
。
「
演
」
は
水
辺
、
水
の
ほ
と
り
を
指
す
字
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
実
際
の
使
用
例
を
見
る
と
、
「
尚
書
」
（
爵
貢
・
夏
件
）
に

「
厭
土
白
墳
海
渡
庚
斥
」
と
あ
り
、
孔
伝
に
「
瀬
、
涯
也
。
」
と
あ
る
。
ま

た
、
「
方
言
」
巻
十
の
「
噴
」
の
項
目
に
「
江
演
謂
之
思
」
と
あ
り
、
郭
瑛

注
に
は
「
波
、
水
避
也
。
」
と
あ
る
。
「
演
」
の
字
義
に
つ
い
て
は
「
涯
」

「
水
避
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
海
波
」
「
江
頓
」
は
い
ず
れ
も

老
翁
日
、
勿
復
憂
。
吾
営
篇
し
汝
計
之
、
乃
作
二
無
目
寵
一
、
内
二
彦
火

火
出
見
尊
於
寵
中
一
、
沈
二
之
干
海
一
。
即
自
然
有
二
可
怜
小
回
一
．

［
可
怜
、
此
云
手
麻
師
一
・
回
、
此
云
二
固
幽
一
。
］

（
Ⅱ
）

（
神
代
紀
下
・
鋪
十
段
）

古
老
日
倭
武
天
皇
巡
二
幸
海
遜
一

上
多
乾
二
海
苔
一
［
俗
云
二
乃
理
一
］

（
以
下
略
之
）

（
中
略
）
又
飛
居
二
其
磯
一
之
時
歌
日
、

開
国
幽
都
知
登
理
雨
喝
幽
用
波
由
迦
受
伊
蘇
豆
多
布

（
慨
行
記
・
倭
建
命
の
挺
去
）

わ
す
れ
て
お
も
へ
や

和
須
礼
豆
於
毛
倍
也

行
二
至
雨
陶
堅
干
し
時
演
浦
之

由
し
是
名
二
雨
閲
閤
幽
幽
之
村
一

（
常
陸
国
風
土
記
・
信
太
郡
）

従
し
郡
西
南
近
有
二
河
間
一
謂
二
信
筑
之
川
一
源
出
し
自
二
筑
波
之

山
一
従
し
西
流
し
東
経
二
歴
郡
中
一
入
二
国
圃
幽
之
海
一
（
以
下
略
之
）

（
中
略
）
況
乎
三
夏
熱
朝
九
陽
煎
夕
噺
レ
友
率
レ
僕
並
二
坐
演
曲
一

鰐
二
望
海
中
一
（
中
略
）
詠
歌
云
［
函
闇
圏
幽
幽
爾
支
興
須
留
奈
禰
乃

意
支
都
奈
禰
興
須
止
毛
興
良
志
古
良
爾
志
興
良
波
又
云
国
聞

閥
咽
乃
志
多
賀
是
佐
夜
久
伊
毛
乎
古
比
川
麻
止
伊
波
波
夜
志

古
止
賢
志
川
毛
］

（
常
陸
国
風
土
記
・
茨
城
郡
）

こ
し
の
う
み
の

故
之
能
宇
美
能

は
る
ひ
今
も
わ
か

波
流
比
毛
和
宿

を
ゆ
き
く
ら
し
な
が
＆

乎
由
伎
久
良
之
奈
我
伎

（
巻
十
七
・
四
○
二
○
・
大
伴
家
持
）

８



及
レ
蒋
二
蹄
去
一
、
豊
玉
姫
謂
二
天
孫
一
日
、
妾
巳
娠
突
。
富
産
不
し
久
。

妾
必
以
二
風
涛
急
峻
之
日
一
、
出
二
到
悶
悶
竺
・
請
篤
し
我
作
二
産
室
一

相
待
突
。
（
中
略
）
後
豊
玉
姫
、
果
如
二
前
期
一
、
蒋
二
其
女
弟
玉
依
姫
一
、

直
冒
二
風
波
一
、
来
二
到
丙
圃
幽
一
。
（
神
代
紀
下
・
第
十
段
）

先
し
是
且
レ
別
時
、
豊
玉
姫
従
容
語
日
、
妾
巳
有
身
芙
。
営
以
二
風
涛

以
上
の
二
例
は
、
い
ず
れ
も
豊
玉
姫
の
出
産
の
場
面
を
描
い
た
も
の
で
あ

る
。
豊
玉
姫
の
た
め
に
作
る
産
屋
の
場
所
に
つ
い
て
、
ど
ち
ら
の
例
も
「
海

演
」
「
海
遥
」
の
二
種
の
表
現
を
用
い
て
い
る
。
前
者
は
、
豊
玉
姫
が
「
必

ず
「
海
演
」
に
行
く
の
で
、
そ
こ
に
産
屋
を
作
っ
て
待
っ
て
い
て
ほ
し
い
」

と
言
い
、
実
際
に
「
海
遥
」
に
来
た
っ
た
と
い
う
。
後
者
は
、
豊
玉
姫
が

「
「
海
遥
」
に
行
く
の
で
、
そ
こ
に
産
屋
を
作
っ
て
待
っ
て
い
て
ほ
し
い
」

と
言
い
、
実
際
に
現
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
「
海
演
」
の
産
屋
で
、

蕊
が
未
完
成
の
う
ち
に
子
が
誕
生
し
た
た
め
に
、
そ
の
子
が
「
鴎
鵜
草
葺

不
合
尊
」
と
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
例

に
お
け
る
「
海
演
」
「
海
豊
」
が
同
一
の
場
所
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
表
記
は
代
替
可
能
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。で

は
、
和
語
「
ハ
マ
」
を
「
海
演
」
「
海
遥
」
と
表
記
す
る
こ
と
は
可
能

で
あ
ろ
う
か
。
「
万
葉
集
」
の
歌
中
に
は
「
海
演
」
の
表
記
は
な
い
。
し
か

壮
日
一
、
出
二
到
丙
圃
幽
一
・
請
篤
レ
我
造
一
一
産
屋
一
以
待
之
。
是
後
、
盟

玉
姫
果
如
二
其
言
一
来
至
。
（
中
略
）
所
一
・
一
以
児
名
穂
二
彦
波
激
武
鴎
鵜
草

葺
不
合
尊
一
者
、
以
下
彼
雨
間
四
産
屋
、
全
用
二
鴎
鶴
羽
一
篇
し
草
葺
之
、

而
蔓
未
し
合
時
、
児
即
生
ｋ
駕
故
、
因
以
名
駕
。

（
神
代
紀
下
・
鋪
十
段
（
一
杵
第
一
）
）

９

文
脈
上
、
海
や
河
の
周
辺
地
域
・
流
域
の
土
地
を
指
し
て
お
り
、
「
水
の
ほ

と
り
」
「
水
辺
」
と
い
う
言
葉
か
ら
現
代
日
本
人
が
想
起
す
る
も
の
よ
り
は

か
な
り
広
い
範
囲
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
「
遇
」
に
つ
い
て
は
、
「
説
文
解
字
」
に
「
遼
行
、
垂
、
崖

也
。
」
、
「
豪
隷
万
象
名
義
」
に
「
遇
補
賢
反
、
近
也
、
垂
也
、
匡
也
、
方

也
、
偏
也
、
椅
也
。
」
、
「
大
腐
益
曾
玉
篇
」
に
「
豊
補
眠
切
、
畔
也
。
遥
、

境
也
。
」
と
あ
る
。
「
崖
」
や
「
唾
」
は
「
演
」
の
説
明
に
も
用
い
ら
れ
る

字
で
あ
る
。
「
方
言
」
の
注
に
「
槻
、
水
遜
也
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

一
Ｍ
）

「
漬
」
の
字
義
は
「
（
水
）
遜
」
に
近
接
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
万
葉
集
」
を
は
じ
め
と
す
る
上
代
文
献
で
は
、
「
ハ
マ
」
の
訓
字
表
記

と
し
て
主
に
「
演
」
の
字
が
用
い
ら
れ
る
が
、
本
来
の
漢
語
「
演
」
は
、

海
・
湖
の
波
打
ち
際
の
砂
地
を
表
す
和
語
「
ハ
マ
」
と
は
異
な
り
、
水
辺

の
地
域
を
広
く
指
し
示
す
語
で
あ
り
、
「
水
遜
」
に
近
い
と
言
え
る
。

ま
た
、
上
代
文
献
に
は
下
記
の
よ
う
な
例
が
見
え
る
。



「
長
演
」
と
い
う
「
ハ
マ
」
を
持
つ
「
大
浦
」
を
「
海
演
」
で
あ
る
と
説
明

し
て
い
る
。
前
章
で
論
じ
た
よ
う
に
、
固
有
名
詞
と
し
て
の
「
○
○
の
浦
」

は
、
「
ウ
ラ
」
を
中
心
と
し
て
陸
地
で
あ
る
「
ハ
マ
」
を
も
包
括
し
た
一
帯

の
地
域
を
指
す
が
、
こ
の
場
合
、
歌
中
に
「
長
演
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
の

で
、
こ
こ
に
言
う
「
海
演
」
は
特
に
「
ハ
マ
」
を
指
し
た
と
捉
え
て
よ
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
和
語
「
ハ
マ
」
を
「
海
演
」
の
表
記
で
説
明
し

た
一
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
風
土
記
」
逸
文
に
は
下
記
の
例
が
見
え
る
。

し
、
次
に
あ
げ
る
一
例
が
あ
る
。

雨
鯛
閏
幽
園
圏
掘
織
旅
輝
鱗
鐸
耀
謹
雌
匪
［
大
浦
者
遠
江
圃

之
悶
悶
型
名
也
］

（
巻
八
・
一
六
一
五
・
聖
武
天
皇
）

皇
后
到
一
一
掃
津
圃
両
悶
幽
北
岸
腐
田
郷
一
今
競
二
庚
田
明
神
一
是
也
故

鏡
二
其
圃
幽
一
日
二
御
前
園
一
日
二
御
前
漢
一

（
摂
津
国
風
土
記
逸
文
・
本
朝
神
社
考
二
）

こ
こ
ま
で
、
「
海
遥
都
祢
佐
良
受
」
を
「
ハ
マ
ッ
ネ
サ
ラ
ズ
」
と
訓
む
こ

と
の
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
「
万
葉
集
」
中
の
「
ハ
マ
」
「
ウ
ラ
」

の
用
例
を
考
察
し
、
塩
焼
き
の
場
と
し
て
は
「
ハ
マ
」
が
ふ
さ
わ
し
い
こ

と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
和
語
「
ハ
マ
」
は
通
常
「
演
」
と
表
記
さ
れ
る

が
、
漢
語
「
演
」
は
和
語
「
ハ
マ
」
よ
り
指
し
示
す
範
囲
が
広
く
、
そ
の

義
は
「
水
遜
」
に
近
接
す
る
こ
と
、
和
語
「
ハ
マ
」
の
表
記
と
し
て
「
海

演
」
も
可
能
で
あ
る
こ
と
、
「
海
演
」
と
「
海
遥
」
が
代
替
可
能
な
も
の
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
歌
の
「
海
遜
」
を
「
ハ
マ
」
と
訓

む
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
と
結
論
づ
け
た
。

こ
こ
で
当
該
歌
に
立
ち
戻
り
、
「
ウ
ミ
ヘ
」
と
訓
ん
だ
場
合
と
「
ハ
マ
」

と
訓
ん
だ
場
合
の
解
釈
の
相
違
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。
第
一
章
で

述
べ
た
よ
う
に
、
「
ウ
ミ
ヘ
」
は
広
域
的
に
海
の
近
く
・
海
の
方
向
を
言
う

「
海
避
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
資
料
と
し
て
は
有
効
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
和
語
「
ハ
マ
」
を
「
海
演
」
と
表
記
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
は
「
海
遥
」
と
代
替
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
当
該
歌
第
二
句
「
海
遜
都
祢
佐
良
受
」
を
「
ハ

マ
ッ
ネ
サ
ラ
ズ
」
と
訓
む
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

1０

こ
の
「
風
土
記
」
の
例
は
、
摂
津
の
「
海
避
」
を
「
御
前
漬
」
と
名
付
け

た
と
い
う
地
名
起
源
説
話
で
あ
る
。
逸
文
の
た
め
、
あ
く
ま
で
参
考
で
は

あ
る
が
、
「
漬
」
の
字
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
る
和
語
「
ハ
マ
」
が
、
即
ち



こ
の
二
例
は
い
ず
れ
も
、
上
三
句
が
恋
の
思
い
や
二
人
の
関
係
の
絶
え
な

い
こ
と
を
起
こ
す
序
と
な
っ
て
い
る
。
替
愉
に
用
い
る
題
材
は
「
霧
」
「
雲
」

と
い
っ
た
自
然
現
象
で
あ
り
、
「
サ
ラ
ズ
（
ヌ
）
」
は
視
覚
的
に
そ
れ
が
同

じ
場
所
に
留
ま
っ
て
い
る
状
態
を
言
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
恋
の
思
い
や
二

人
の
関
係
が
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
導
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

当
該
歌
の
場
合
も
同
じ
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
海
人
で
あ
ろ
う
須
磨
人
が
、

文
字
通
り
常
に
一
地
点
ｌ
ハ
マ
ー
に
留
ま
っ
て
塩
を
焼
き
続
け
て
い
る

状
態
を
想
定
し
て
言
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
先
に
あ
げ
た
類
歌
「
一
日
も

ろ夕<明
はさに日
もれ香
ば川

雨
凹
四
劃
引
制
立
つ
霧
の
思
ひ
過
ぐ
べ
き
恋
に
あ
ら
な

（
巻
三
・
一
一
一
一
一
五
・
山
部
赤
人
）

［
剛
山
を
封
引
刺
布
雲
の
あ
ぜ
か
絶
え
む
と
言
ひ
し
児

（
巻
十
四
・
三
五
一
三
）

お
ち
ず
焼
く
塩
の
」
（
巻
十
五
・
三
六
五
一
一
）
に
見
え
る
日
々
の
繰
り
返
し
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
「
常
去
ら
ず
」
、
つ
ま
り
四
六
時
中
、
一
地
点
に
留
ま

、
、

っ
て
い
る
と
表
現
す
る
｝
」
と
に
よ
っ
て
、
「
辛
き
恋
」
が
常
に
続
い
て
い
る

状
態
を
描
き
出
す
こ
と
に
な
る
。
「
海
避
」
を
、
塩
焼
き
に
よ
っ
て
生
計
を

立
て
て
い
る
須
磨
人
の
生
活
の
場
と
す
る
の
で
は
、
焦
点
が
プ
レ
て
し
ま

う
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
字
余
り
の
問
題
に
留
ま
ら
ず
解
釈
の
上
で
も
、

「
ウ
ミ
ヘ
」
と
い
う
広
域
を
指
す
語
で
は
な
く
、
「
ハ
マ
」
と
い
う
限
定
的

で
視
覚
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
語
を
選
択
す
る
の
が
当
該
歌
の
歌
意
に
か

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

う
み
へ
つ
れ
ざ
ら
ず

本
稿
は
、
当
該
歌
第
二
句
「
海
遥
都
祢
佐
良
受
」
の
字
余
り
の
問
題
を

解
消
す
べ
く
、
そ
の
試
み
と
し
て
一
案
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
１
）
本
稿
に
お
け
る
歌
の
掲
出
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
塙
本
の
ロ
ー

幻
○
三
版
に
よ
る
。

（
２
）
ひ
ら
が
な
訓
と
カ
タ
カ
ナ
訓
の
区
別
は
せ
ず
、
す
べ
て
カ
タ
カ
ナ

で
示
す
。
写
本
の
略
称
は
「
校
本
万
葉
集
」
に
従
う
。
即
ち
、
元
暦
校

本
（
元
）
、
類
緊
古
集
（
類
）
、
古
葉
略
類
緊
紗
（
古
）
、
紀
州
本
（
紀
）
、

天
治
本
（
天
）
、
細
井
本
（
細
）
、
神
宮
文
庫
本
（
宮
）
、
西
本
願
寺
本

（
西
）
、
温
故
堂
本
（
温
）
、
金
沢
文
庫
本
（
文
）
、
陽
明
本
（
陽
）
、
大
矢

１１

語
で
あ
る
。
沖
か
ら
見
た
陸
地
付
近
の
海
を
指
す
こ
と
も
あ
れ
ば
、
作
者

の
視
点
よ
り
海
に
近
い
陸
地
を
広
く
言
う
場
合
も
あ
る
。
当
該
歌
第
二
句

を
「
ウ
ミ
ヘ
ッ
ネ
サ
ラ
ズ
」
と
訓
ん
だ
場
合
、
こ
の
「
ウ
ミ
ヘ
」
は
、
そ

こ
に
住
む
須
磨
人
の
生
活
の
場
を
言
う
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
ツ
ネ
サ
ラ
ズ
」
は
集
中
他
に
例
が
な
い
が
、
「
サ
ラ
ズ
（
ヌ
）
」
を
用
い

た
歌
に
は
当
該
歌
と
類
似
す
る
趣
向
の
も
の
が
見
ら
れ
る
。



せ
ご
し
に

う
ま
し
く
に
そ

格
越
永
」
（
巻
十
一
一
・
三
○
九
六
）
、
「
怜
何
園
曽
」
（
巻
一
・
一
一
）
を
あ

げ
ら
れ
、
前
者
を
「
ク
ヘ
ゴ
シ
ニ
」
と
改
訓
、
後
者
を
「
ウ
マ
シ
キ
ク

ニ
ソ
」
と
七
音
句
に
訓
む
く
き
と
さ
れ
て
、
当
該
歌
の
み
字
余
り
の
まうま

ま
残
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
後
者
の
長
歌
末
尾
は
現
行
の
訓
に
従
え
ば
「
怜

し
く
に
そ
あ
き
づ
し
を
や
ま
と
の
く
に
雌

何
国
曽
錆
嶋
八
間
跡
能
園
者
」
と
非
定
型
に
な
ぃ
ソ
、
旧
訓
は
「
怜
何
」

を
「
オ
モ
シ
ロ
キ
」
と
訓
ん
で
五
・
七
（
八
字
）
・
七
の
定
型
句
に
し
て

い
る
。
元
々
、
第
二
則
（
２
）
の
例
と
し
て
は
確
例
と
は
言
え
な
い
の

で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
「
結
句
以
外
の
七
音
句
で
は
、
句
中
に
単
独

母
音
を
含
ん
で
も
な
お
字
余
り
を
生
じ
な
い
例
の
ほ
う
が
多
」
い
と
述

べ
た
が
、
鶴
久
・
森
山
隆
編
「
万
葉
集
」
（
桜
楓
社
）
を
用
い
た
毛
利
氏

の
調
査
（
「
万
葉
集
に
於
け
る
単
拓
連
続
と
単
語
結
合
陸
「
万
葉
」
百
号
一
九
七
九

、
、
、
、
、
、
、
、
、

年
四
月
）
に
よ
る
と
、
結
句
を
除
く
七
音
句
の
「
句
中
に
単
独
母
音
が
含

、
、
、
、
、

ま
れ
て
い
て
、
字
余
り
に
な
る
も
の
と
、
な
ら
な
い
も
の
と
の
全
用
例

数
」
は
、
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

字
余
り

字
余
り
な
し

短
歌
第
二
句
一
一
三
三
例
（
喝
・
画
誤
）
六
二
○
例
（
目
・
函
ま
）

短
歌
第
四
句
一
八
七
例
（
鴎
．
。
ま
）
五
六
一
例
（
計
・
つ
ま
）

長
歌
七
音
句
一
五
六
例
（
隈
．
い
ま
）
四
八
七
例
（
計
．
『
誤
）

結
句
以
外
の
七
音
句
で
は
、
句
中
に
単
独
母
音
が
含
ま
れ
て
い
て
も
な

お
、
字
余
り
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
の
ほ
う
が
一
般
的
だ
と
い
う
こ
と
で

１２

本
（
矢
）
、
近
衛
本
（
近
）
、
京
大
本
（
京
）
、
広
瀬
本
（
広
）
、
活
字
附

訓
本
（
附
）
、
寛
永
版
本
（
寛
）
で
あ
る
。
以
下
、
す
べ
て
同
じ
。

（
３
）
字
余
り
の
法
則
と
し
て
現
在
有
力
視
さ
れ
て
い
る
毛
利
正
守
氏
の

説
（
「
「
サ
ネ
・
カ
ッ
テ
」
再
考
」
「
万
葉
」
一
○
二
号
一
九
七
九
年
十
二
月
）
に
は

第
一
則
か
ら
第
五
則
ま
で
あ
る
が
、
当
該
歌
は
そ
の
第
二
則
に
あ
て
は

ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
第
二
則
は
下
記
の
も
の
で
あ
る
。

第
二
則
（
１
）
句
頭
に
「
イ
」
が
あ
り
、
そ
の
次
に
く
る
音
節
の
、

頭
音
が
（
ｊ
）
か
（
、
）
、
又
は
尾
母
音
が
（
ｉ
）

の
と
き
、

（
２
）
句
頭
に
「
ウ
」
が
あ
り
、
そ
の
次
に
く
る
音
節
の
、

頭
音
が
（
ｗ
）
、
（
、
）
の
と
き
、

こ
れ
は
、
佐
竹
昭
広
氏
（
「
万
蕊
集
短
歌
字
余
考
」
「
文
雀
十
四
巻
五
号
一
九
四

六
年
五
月
）
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
、
そ
れ
に
毛
利
氏
が
用
例
を
補
充
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
法
則
が
あ
る
た
め
、
「
例
外
的
と
ま
で
は
言
え
な

い
」
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
第
二
則
は
用
例
数
が
少
な
く
、
山
口
佳
紀

氏
（
「
「
万
業
集
」
に
お
け
る
［
非
単
独
母
膏
性
の
字
余
り
句
］
に
つ
い
て
」
「
万
葉
」
百

八
十
六
号
二
○
○
四
年
三
月
）
は
改
訓
に
よ
る
解
決
を
試
み
ら
れ
、
改
訓
さ

れ
な
か
っ
た
例
に
つ
い
て
は
「
同
一
母
音
の
音
節
の
連
続
」
で
説
明
で

き
る
と
さ
れ
て
、
「
第
二
則
を
立
て
る
必
要
は
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。う土

こ
の
と
き
、
第
二
則
（
２
）
に
該
当
す
る
例
と
し
て
当
該
歌
以
外
に
「
拒



版
」
に
よ
っ
て
行
っ
た
。
後
世
の
和
歌
の
引
用
も
こ
れ
に
よ
っ
た
。

（
９
）
享
和
本
に
は
「
漬
夫
文
反
。
」
と
あ
る
。
ま
た
、
「
説
文
解
字
」

に
は
「
漬
水
座
也
。
肌
水
。
賞
竪
。
」
、
「
蒙
隷
万
象
名
義
」
に
は
「
漬

扶
文
反
、
涌
泉
也
。
」
、
「
廠
韻
」
に
は
「
漬
水
際
也
。
又
水
名
。
」
（
上

平
声
・
文
型
と
あ
る
。

（
皿
）
引
用
は
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
っ
た
。
以
下
も
「
古
事
記
」
「
日

本
書
紀
」
「
風
土
記
」
の
引
用
は
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
。

（
ｕ
）
「
汀
」
に
つ
い
て
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
の
頭
注
に
弓
汀
」

は
水
の
平
ら
か
な
こ
と
（
説
文
）
で
あ
る
が
、
「
文
選
」
巻
二
十
五
、
謝

霊
運
「
登
二
臨
海
崎
一
初
発
二
彊
中
一
作
、
与
一
・
従
弟
恵
連
一
見
一
一
羊
何
一
共

和
し
之
」
の
「
汀
曲
舟
巳
隠
」
の
李
善
注
に
「
文
字
集
略
日
、
汀
、
水

際
平
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
平
ら
な
水
際
の
意
。
和
訓
と
し
て
ハ
マ

（
浜
）
の
訓
注
を
与
え
た
も
の
・
」
と
あ
る
。
な
お
、
「
楚
辞
」
巻
二
「
九

歌
第
二
」
（
湘
夫
人
）
に
「
塞
汀
洲
号
杜
若
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
王
逸

注
に
「
汀
、
平
也
。
」
と
言
う
。
「
蒙
隷
万
象
名
義
」
に
も
「
汀
勅
丁

反
、
平
也
。
」
と
あ
る
が
、
「
大
凌
益
曾
玉
篇
」
に
は
「
汀
他
丁
切
、

水
際
平
沙
也
。
洲
也
。
」
、
「
廠
韻
」
に
は
「
汀
水
際
平
沙
也
。
他
丁

切
。
」
（
下
平
脚
・
背
剛
）
と
あ
り
、
「
説
文
解
字
注
」
に
は
「
李
善
引
文
字

集
略
云
。
水
際
平
沙
也
。
」
と
あ
る
。
「
沙
」
、
つ
ま
り
砂
地
で
あ
る
と
い

う
説
明
は
、
後
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

１３

あ
る
。

（
４
）
歌
句
引
用
中
の
傍
線
、
囲
い
文
字
等
は
す
べ
て
私
に
よ
る
。
以
下
、

す
べ
て
同
じ
。

（
５
）
注
（
３
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
結
句
以
外
の
七
音
句
で
は
、
句
中
に

単
独
母
音
を
含
ん
で
も
字
余
り
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
の
ほ
う
が
圧
倒
的

に
多
い
。
「
助
詞
「
に
」
＋
単
独
母
音
」
の
例
だ
け
を
取
り
出
し
て
も
、
一

つ
く
し
に

般
に
は
字
余
り
を
生
じ
な
い
（
前
掲
毛
利
氏
窪
四
文
）
。
し
か
し
、
「
都
久
之
永

い
た
り
て

伊
多
里
豆
」
」
（
巻
一
一
十
・
四
四
一
九
）
な
ど
の
よ
う
に
、
（
ｌ
』
）
Ｉ
（
一
）
と
同
母
音

う
・
ヘ
ヘ
に
い
で
た
ち

が
続
く
場
合
に
字
余
り
を
見
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
「
海
避
永
出
立
」

う
み
へ
に
あ
き
り
し

（
巻
十
九
・
四
二
一
一
）
は
そ
の
一
例
と
言
え
る
。
「
海
遥
永
安
左
里
為
」
（
巻

六
・
九
五
四
）
の
み
、
毛
利
氏
の
説
で
は
合
理
的
に
説
明
で
き
な
い
が
、
こ

の
一
例
の
た
め
に
字
余
り
の
法
則
第
二
則
を
立
て
る
こ
と
は
い
っ
そ
う

合
理
的
で
な
い
。

（
６
）
紀
州
本
巻
十
一
以
降
は
仙
覚
文
永
三
年
本
系
と
言
わ
れ
る
が
、
他

の
仙
覚
本
と
異
な
り
、
当
該
歌
を
含
む
三
首
で
い
ず
れ
も
「
ウ
ナ
ヒ
」

と
訓
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
紀
州
本
の
成
立
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
本

稿
の
目
的
か
ら
は
逸
れ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
論
じ
な
い
。

（
７
）
「
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
」
に
よ
る
。

（
８
）
調
査
の
範
囲
は
短
歌
の
み
と
し
た
。
ま
た
、
調
査
は
「
新
編
国
歌

大
観
○
ロ
ー
”
○
冨
版
く
円
．
里
及
び
「
新
編
私
家
集
大
成
○
ロ
‐
詞
○
三



（
旧
）
巻
第
七
「
拐
伽
阿
賊
多
羅
賓
経
」
（
商
麗
蔵
本
）
の
「
海
波
」
、
巻
第

二
十
二
「
爺
伽
師
地
論
」
（
宮
内
庁
瞥
陵
部
蔵
本
）
の
「
河
演
」
の
各
項
目

に
見
え
る
。
な
お
、
「
説
文
解
字
」
に
「
崖
高
遥
也
。
」
と
あ
り
、
「
蒙

隷
寓
象
名
義
」
に
も
「
崖
牛
佳
反
、
高
逼
也
。
」
と
あ
る
。

（
ｕ
）
注
（
胆
）
に
あ
げ
た
よ
う
に
「
渡
」
を
説
明
す
る
「
涯
」
は
「
水
際
」

「
水
畔
」
な
ど
と
説
明
さ
れ
る
が
、
「
畔
」
は
「
過
」
を
説
明
す
る
字
で

も
あ
る
。
な
お
、
「
贋
韻
」
に
は
「
楓
水
際
。
」
（
上
平
声
・
真
剛
）
、
「
際

遇
也
、
畔
也
、
曾
也
。
」
（
去
声
・
祭
辿
と
あ
り
、
「
遥
畔
也
、
又
遥
、

睡
也
、
近
也
、
匡
也
、
方
也
。
」
（
下
平
声
・
先
韻
）
と
あ
る
。

（
吃
）
「
涯
」
に
つ
い
て
は
、
「
蒙
隷
万
象
名
義
」
に
は
「
涯
宜
佳
反
、

波
也
。
」
と
あ
る
。
「
大
慶
益
曾
玉
篇
」
に
は
「
涯
五
佳
切
、
水
際

也
。
」
、
「
麿
韻
」
に
は
「
涯
水
畔
也
。
又
五
佳
切
。
」
（
上
平
声
・
支
韻
）
、

波
也
。
」
と
あ
る
。
「
大
慶
益
曾
玉
一

也
。
」
、
「
麿
韻
」
に
は
「
涯
水
畔
山

「
涯
水
際
。
」
（
同
・
佳
剛
）
と
あ
る
。

（
お
お
い
し
ま
ゆ
か
／
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

1４

〔
附
記
〕
本
稿
は
、
平
成
二
十
六
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
学
術
研
究

助
成
基
金
助
成
金
）
若
手
研
究
Ｂ
（
壁
圏
８
韻
）
に
よ
る
成
果
で
あ
る
。


